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 要約 
 
この論点ペーパーは農業と農村における暮らしとの関連を再検討し、これをアフガン政府および国

際支援組織のアフガン農業の「危機」への対応の指針となっている主流の考え方および手法と対比す

るものである。研究の結果、国際援助組織のビジョンが地方政府および中央政府の認識や目標と合致

していないことが明らかとなった。確かに統治および生活が崩壊してしまっていると思われるため、

多くの援助計画を白紙状態から始めることができる。一方、過去のビジョンが今なお有効であり実行

可能であると思い込まれているので、政府のビジョンは進行中の地方のプロセスや国際的な市場動向

を無視するように奨励している。しかしいずれも農民の農業開発の自助努力に注目することを奨励し

ていない。現在の農業再生および開発努力は提供側の要因によるものであり、農民が自分の生活を再

生、発展させるにあたって達成しようとしていることへの理解に根ざしているのではない。 
 
現在および将来の農業と暮らしとの関係を理解するためには、農業政策および計画がどれだけ現実

的で理に叶っていて、またどれだけ全体の状況の実際的な分析に基づいているのかに目を向けること

が肝要である。また農産物の市場および農内、農外労働市場の傾向を調査することも重要である。そ

の中心課題は、農業が暮らしの主要な要素でない見通しの中での農業の役割を理解させることである。

農民の暮らしの主要な要素は生産性の高い所と低い所で大きく異なっている。前者においては市場の

保持および再獲得が主要な関心事である。後者においては多くの農民が限られたまた出来不出来のあ

る農産物とその他の暮らしの選択肢とを組み合わせている。いずれの場合も自給自足の小自作農が農

民の生き延びる唯一の形態ではない。 
 
農業政策の調査に加えてこの論文では２つの横断的なテーマを取り上げている。最初のテーマは農

業再生の努力がどのように援助介入と農民自身の暮らしの戦略との間の接点をこれまでに形成した

かということである。第２のテーマはケシ栽培に関するものである。援助の出費が主として、またお

そらく過度に、種子計画に向けられたように、民間部門の努力はもっぱら阿片の生産に集中した。 
 
 提言＊

この論文に含まれる提言は、農業開発努力がアフガンの暮らしに対する効果を増大させるために、

もっと実際的で理に適った手法の枠組みを提案するものである。これらの示唆は、地方の開発過程を

推進する上で、また全国的な政策の筋書きの維持において、歴史および現在の社会的、政治的、経済

的関係が持っている力を認識している。現在の環境で何ができ、何をすべきかを認識するようなやり

方で開発計画を進めるならば、この筋書きはそれと対立しなければならない。 
 
 農業開発状態を促進し、調整することの目標と意味について総意を形成する 
現在の政策形成では、過去数十年にわたって紛争を引き起こしてきた趨勢を一変させるため、効率

性の確立と公平性の増進とを組み合わせる（そして融合する）ことに努力が注がれている。国際的な

経験によればこのような組み合わせは可能だが、自然にそうなるというものではない。効率および公

平さに対する理にかなった方針と、援助が社会的、政策的、経済的な関係に及ぼすことができる本質

的ではあるが限定的なインパクトと現実との間の相反関係の実際的な受け入れとを組み合わせた、も

っと事実に基づいた政策に移行する必要がある。 
 
 農業開発における民間部門および市民社会の説明責任の再評価と補強 
国家の役割をもっと明確にするために、民間部門および市民社会に関する概念と規範的な目標を、

このような制度が実際にどのようなものであるかを理解した上で、定めなければならない。民間部門
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あるいは市民社会を解決策の名称とするだけでは充分でない。このような部門がどのような農業サー

ビスを提供でき、なぜ農民グループと異なるサービスを提供できる（あるいは提供に失敗する）のか

を率直に評価する必要がある。成功するためにどこにこれまでと異なる政策が実施でき、誰がそれに

よって恩恵を受けるかを予測するには、高い生産性の地域と低い生産性の地域との区別および豊かな

生産者とそうでない生産者との区別が前提条件となる。 
 
 市場の重要性 
抗しがたいと思われる阿片生産の利益に関する問題は別としても、経験に基づく農業経済および市

場の考え方は政策および計画立案の中心とはなっていない。多様化と市場志向の重要性を認識してい

る人でも、どこにどのように介入すればよいか決めかねている。市場がそれほど大きな比率を占める

ことが是認されない国において市場の力の概観しようと試みることは明らかに容易ではないが、しか

しこれらの要素を後回しにすることの危険はもっと大きい。市場は公平な農業開発に対する万能薬で

はないが、その重要性の認識は、大方の農民の暮らし方および収穫物を売ろうとするときに直面する

経済的現実に計画を再編する際に重要な一歩である。 
 
 危険への対応 
紛争と自然災害の教訓に照らして、アフガン人は農業を暮らしにどのように組み込むかについて、

どうしても主に危険の評価に基づいて決定してしまう。新たな紛争や自然災害への恐怖が商人、農民、

農業労働者の暮らしの選択肢の核心である。国家および支援社会の行動そのものがこれらの危険評価

の要因に直接影響を与える。したがって政策形成の際に危険を充分考慮すれば、農業計画立案の妥当

性およびその効果は著しく増加する。危険の意識は、援助者を脅かす要素として見るのではなく、農

村の暮らしを保護するために優先度を明確にするために使われるべきものである。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
*  勧告の詳細については本論文の結論参照。 
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